
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か
か
わ
ら
ず
、
大
軍
拡
・
大
増

税
を
行
う
一
方
で
、
大
企
業
に

は
優
遇
税
制
を
す
る
政
治
に

な
っ
て
い
る
。
」「
今
年
の
２４

春
闘
は
、
３０
年
間
上
が
っ
て

い
な
い
実
質
賃
金
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
賃
上
げ
を
勝
ち

取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

さ
に
、
労
働
組
合
と
し
て
の
真

価
が
問
わ
れ
る
重
要
な
春
闘

「
太
田
貨
物
班
の
偽
装
請
負

の
争
議
支
援
、
最
高
裁
上
告

受
理
の
署
名
の
お
願
い
」
の

訴
え
。
関
西
支
部
・
東
委
員

か
ら
は
「
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の

活
動
報
告
、
２
０
２
４
年
問

題
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
２４
春
闘
に

お
け
る
意
気
込
み
や
物
価
高

騰
を
上
回
る
賃
上
げ
要
求
な

ど
前
向
き
な
発
言
ば
か
り
で

し
た
。
そ
し
て
、
荻
田
書
記

長
か
ら
討
論
の
ま
と
め
と
し

て
、「
２４
春
闘
は
、
労
働
組

合
の
真
価
が
問
わ
れ
る
重
要

な
た
た
か
い
で
す
。
各
支
部

の
春
闘
準
備
や
構
え
と
職
場

で
の
徹
底
し
た
議
論
に
も
と

づ
き
旺
盛
に
た
た
か
い
ま
し

ょ
う
。」
と
討
論
の
ま
と
め
、

各
議
案
の
採
決
を
行
い
ま
し

た
。
す
べ
て
の
議
案
は
、
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
閉
会

挨
拶
に
は
本
多
副
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
。
最
後
に
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
委
員
が
閉
会
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
役
員

１１
名
と
委
員
２５
名
、
全
体
で

３６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

に
な
る
。
職
場
討
議
を
重
ね
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
旺
盛

に
取
り
組
も
う
！
」
と
力
強

い
あ
い
さ
つ
で
し
た
。 

 

そ
の
後
、
荻
田
書
記
長
か

ら
「
一
般
経
過
報
告
・
春
闘

方
針
案
・
大
阪
府
本
部
統
一

要
求
案
」
が
提
案
さ
れ
、
続

い
て
、
２
号
議
案
「
会
計
中

間
決
算
報
告
」、
３
号
議
案
－

１
「
第
２６
回
定
期
大
会
代
議

員
選
出
基
準
」
第
３
号
議
案

―

２
「
選
挙
管
理
委
員
選
出
」

第
４
号
議
案
「
次
期
役
員
の

定
数
」
の
す
べ
て
の
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

休
憩
後
は
、
一
般
討
論
を

行
い
、
４
名
の
委
員
か
ら
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
関
西
支

部
・
紀
平
委
員
は
、「
生
コ
ン

の
現
状
報
告
、
春
闘
に
む
け

て
の
意
気
込
み
」
な
ど
の
発

言
。
関
西
ダ
ン
プ
支
部
・
小

園
委
員
は
「
三
和
サ
ー
ビ
ス

分
会
が
個
人
事
業
主
で
あ
り

な
が
ら
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決

行
し
て
月
額
賃
金
２
万
円
の

相
当
す
る
賃
上
げ
を
勝
ち
取

っ
た
。」
報
告
。
関
西
号
支

部
・
長
谷
川
委
員
か
ら
は
、

 

建
交
労
大
阪
府
本
部
は
、
２

月
１１
日
（
日
）
午
後
１３
時
か

ら
国
労
大
阪
会
館
３
階
中
会

議
室
に
お
い
て
、
第
２８
回
大

阪
府
本
部
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
委
員
会
開
会
の
あ
い

さ
つ
に
は
、
阪
口
副
委
員
長
。

委
員
会
の
諸
役
員
は
、
議
長
に

大
阪
合
同
支
部
・
伊
藤
さ
ん
、

神
田
支
部
・
小
城
さ
ん
、
議
事

運
営
及
び
資
格
審
査
に
は
、
執

行
部
か
ら
北
山
執
行
委
員
、
関

西
合
同
支
部
・
太
田
さ
ん
、
関

西
ダ
ン
プ
支
部
・
烏
川
さ
ん
、

関
西
支
部
・
東
さ
ん
が
選
出
さ

れ
議
事
が
進
行
し
ま
し
た
。
冒

頭
に
執
行
部
を
代
表
し
て
前

村
執
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ 

 
 

 

前
村
委
員
長
は
「
国
民
生
活

が
苦
し
い
状
況
で
あ
る
に
も
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大
阪
府
本
部
は
、
３
月
２

日
（
土
）
１３
時
か
ら
中
央
本

部
・
角
田
季
代
子
執
行
委
員

長
を
お
招
き
し
て
、
第
２
回

大
阪
府
本
部
一
般
組
合
員
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
っ

て
何
？
」
に
つ
い
て
約
１
時

間
の
学
習
を
し
ま
し
た
。 

 

荻
田
書
記
長
の
司
会
進
行

で
学
習
会
を
は
じ
め
、
角
田

委
員
長
は
冒
頭
に
、「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
は
、
平
和
・
民
主

主
義
の
花
開
く
時
代
を
つ
く

る
た
め
に
」
と
述
べ
、「
ア
ン

コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無

意
識
の
思
い
込
み
）
で
す
。

タ
イ
プ
別
は
５
つ
の
タ
イ
プ

に
分
か
れ
、
①
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
（
人
の
属
性
を
も
と
に

先
入
観
や
固
定
概
念
で
決
め

つ
け
て
し
ま
う
。
②
正
常
性

バ
イ
ア
ス
（
問
題
が
あ
っ
て

も
、『
私
は
大
丈
夫
』
と
思
い

込
ん
で
し
ま
う
。）
③
確
証
バ
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明
。
大
阪
府
本
部
・
前
村
委
員

長
は
、「
私
の
時
代
は
、
鹿
児

島
生
ま
れ
で
、
男
性
が
台
所
に

立
つ
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
、
お

風
呂
は
男
性
が
先
に
入
る
の

が
当
然
で
あ
っ
た
。
今
の
時
代

で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
、

当
時
は
当
た
り
前
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
学
習
会
を

期
に
大
阪
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
推
進
し
た
い
。」
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。 

 

大
阪
府
本
部
の
執
行
部
は

全
員
が
男
性
で
あ
る
こ
と
に

く
わ
え
て
、
建
交
労
大
阪
府
本

部
全
体
の
組
合
員
で
も
女
性

組
合
員
は
１
割
に
も
満
た
な

い
人
数
し
か
居
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
問
題
意
識
が
薄
か
っ

た
と
改
め
て
考
え
さ
せ
る
有

意
義
な
学
習
会
で
し
た
。 

 

学
習
会
の
参
加
者
は
、
関
西

支
部
１１
名
、
大
阪
合
同
支
部

４
名
、
此
花
支
部
４
名
、
神
田

支
部
２
名
、
大
阪
鉄
道
本
部
２

名
、
関
西
合
同
支
部
２
名
、
関

西
ダ
ン
プ
支
部
２
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
習
会
時
間
約
１
時
間

後
は
、
休
憩
を
挟
ん
で
質

疑
・
応
答
を
行
い
、
関
西
支

部
・
藤
川
書
記
長
は
、「
女
性

の
３
０
歳
定
年
が
当
た
り
前

の
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚

い
て
い
ま
す
。」
と
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。
角
田
委
員

長
は
感
想
に
対
し
、「
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
な
ど
は
、
寿
退
社
や

３
０
歳
で
退
職
す
る
こ
と
が

社
内
の
風
潮
に
な
っ
て
い

た
。
１
９
８
０
年
時
代
は
、

女
性
で
あ
っ
て
も
し
っ
か
り

働
き
た
い
と
い
う
女
性
部
活

動
の
時
代
で
あ
っ
た
。」
と
説

と
同
じ
よ
う
に
行
動
し
よ
う

と
す
る
。））
と
説
明
し
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
２

０
２
３
年
の
表
で
、
北
欧
が

上
位
を
占
め
て
い
る
一
方

で
、
日
本
は
１
２
５
位
と
非

常
に
低
い
順
位
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

意
識
に
は
、
直
接
差
別
と
間

接
差
別
の
例
を
挙
げ
て
詳
し

イ
ア
ス
（
自
分
の
考
え
や
経

験
則
を
正
当
化
す
る
情
報
ば

か
り
を
探
し
て
し
ま
う
。）
④

権
威
バ
イ
ア
ス
（
権
威
の
あ

る
人
の
言
う
こ
と
は
、
間
違

い
な
い
と
思
い
込
む
。）
⑤
集

団
同
調
性
バ
イ
ア
ス
（
周
り



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
阪
労
連
・
菅
議

長
、
大
阪
建
設
共
闘
・
矢
野

事
務
局
長
か
ら
来
賓
あ
い
さ

つ
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
・

東
事
務
局
長
か
ら
パ
レ
ー
ド

に
関
す
る
注
意
事
項
の
説
明

が
あ
り
、
最
後
に
大
阪
ト
ラ

ッ
ク
部
会
・
橋
本
部
会
長
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
！
で
決
起

集
会
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
決
起
集
会
へ
の
参
加
者

は
全
体
で
１
１
８
名
、
関
西

支
部
７８
名
、
関
西
ダ
ン
プ
支

部
１３
名
、
関
西
合
同
支
部
１０

参
議
院
議
員
か
ら
国
会
情
勢

の
報
告
と
し
て
「
自
民
党
議

員
の
裏
金
問
題
」
を
厳
し
く

糾
弾
し
た
う
え
で
、
国
民
に

 

建
交
労
大
阪
府
本
部
と
大

阪
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の
共
催
で

３
月
１０
日
（
日
）
２４
春
闘
勝

利
を
め
ざ
し
、「
２
０
２
４
年

問
題
に
よ
る
労
働
条
件
の
改

悪
の
改
悪
を
許
さ
ず
、
大
幅

賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
！
」

「
万
博
・
カ
ジ
ノ
建
設
中

止
！
消
費
税
減
税
！
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
廃
止
！
」
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
夢
洲
コ
ン
テ
ナ
ヤ

ー
ド
に
お
い
て
決
起
集
会
を

行
い
ま
し
た
。
集
会
後
は
大

阪
府
民
・
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
な
が
ら
、「
３
・
１０
建
交

労
大
阪
：
ト
ラ
ッ
ク
・
ダ
ン

プ
パ
レ
ー
ド
」
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

決
起
集
会
じ
ゃ
、
荻
田
書

記
長
の
司
会
進
行
で
午
前
８

時
３０
分
か
ら
開
始
し
、
次
の

公
務
の
関
係
上
、
順
番
を
変

更
し
て
来
賓
挨
拶
と
な
り
ま

し
た
。
最
初
は
、
日
本
共
産

党
・
た
つ
み
コ
ー
タ
ロ
ー
前

対
し
て
説
明
責
任
を
果
た
す

べ
き
で
あ
る
と
指
摘
。
ま
た
、

国
民
の
暮
ら
し
が
苦
し
く
な

る
中
、
暮
ら
し
を
守
る
に
は

「
消
費
税
減
税
」
が
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
中
小
企
業

の
経
営
が
厳
し
い
状
況
に
あ

る
中
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を

廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
、
今
の
政
治
を
変
え

る
に
は
、
来
る
衆
議
院
選
挙

で
労
働
者
本
位
の
政
治
へ
の

転
換
が
必
要
だ
と
訴
え
ま
し

た
。
そ
の
後
に
、
前
村
執
行

委
員
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
前
村
委
員
長
は
、「
３０
年

間
実
質
賃
金
が
上
が
っ
て
い

な
い
中
、
ど
の
よ
う
に
賃
上

げ
し
て
い
く
の
か
労
働
組
合

の
真
価
が
問
わ
れ
る
重
要
な

春
闘
に
な
る
。
２４
春
闘
は
物

価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ
を

勝
ち
取
る
た
め
に
奮
闘
し
よ
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野
田
阪
神
駅
前
で
は
関
西

支
部
、
な
ん
ば
高
島
屋
前
で

は
大
阪
合
同
支
部
・
大
阪
建

設
共
闘
が
パ
レ
ー
ド
に
合
わ

せ
て
春
闘
ア
ピ
ー
ル
を
大
阪

市
民
・
府
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。 

 

し
、
難
波
高
島
屋
前
を
通
過

し
て
最
終
は
敷
津
交
差
点
で

流
れ
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
車
両
は
ト
ラ
ッ
ク
・
ダ

ン
プ
・
ト
レ
ー
ラ
ー
３０
台
と

宣
伝
カ
ー
３
台
が
パ
レ
ー
ド

に
参
加
し
ま
し
た
。 

名
、
此
花
支
部
１０
名
、
大
阪

合
同
支
部
５
名
、
神
田
支
部

２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

決
起
集
会
後
は
、
夢
洲
コ

ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
を
出
発
し

て
、
野
田
阪
神
を
経
由
、
梅

新
交
差
点
を
右
折
し
て
南
下
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